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令和元年度 文化財防災訓練等実施状況報告 都道府県名 

青森県 

行 事 名 称 令和２年七戸町文化財防火デー訓練 
実施期間・日時 令和２年１月３１日（金）AM9：00～ AM11：00 
実 施 場 所 蒼前神社（青森県七戸町字蒼前） 
主 催 者 七戸町・中部上北広域事業組合中央消防署 
■実施内容 

訓練の想定 

 令和２年１月３１日（金）９時００分、十勝沖を震源とするマグニチュード８の地震が発生、七戸町管内で震

度６強を観測した。 

 蒼前神社境内の燈明が倒れ引火、多発的に延焼拡大する。神事のため地域住民数名が準備中であった。別当と

関係者及び地域住民数名が蒼前神社境内から文化財を搬出及び初期消火を試みるが失敗、初期消火を断念し１１

９番通報する。 

訓練の内容 

 蒼前神社関係者による火災発見、通報、初期消火（消火器）。消防署、消防団による出動・放水訓練、 

 避難・文化財搬出訓練、救急・救助訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

蒼前神社関係者（ １名）：１１９番通報、重要物品の搬出 

地域住民   （１５名）：初期消火、重要物品の搬出 

七戸町消防団 （２５名）：放水訓練、救急・救助訓練 

中央消防署  （２４名）：全体統括、放水訓練、講評 

七戸町役場  （ ３名）：現場立会い  

特に工夫した点 

 初期消火から放水活動まで、迅速かつ的確に行う事が出来るよう相互の連携に努めた。 

 煙体験ハウスを使用し、煙の中からの避難訓練が実施された。 

問題点・課題 

 建物及び周辺、道路等を定期的に除排雪し、消火活動を迅速・的確に行う事ができる状況を維持することが課

題。特に今回の訓練場所となった神社は市街地内にあり、付近の道路は交通量が多いため車や歩行者の交通誘導

に対する対応が必要と考えられた。また、地域住民の高齢化による訓練参加者、消防団員の減少も課題と言える。 

その他 

 毎年文化財防火デーに合わせて消防訓練を行うことで、地元消防団や地区住民の文化財愛護意識の高揚を図

り、防災の必要性を確認する機会となっており、今後も継続して実施することが重要。 

訓練風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   文化財搬出訓練                 消防団による出動・放水訓練 

   


